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4.1 アンケート調査の概要 

本市の環境の現状と将来について、また市として取り組むべき課題について、市民各層の

意見を調査し、「松山市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」改定のための基礎資料とします。 

 

4.1.1 調査対象 

調査対象は下表のとおりです。 

対象 配布件数 回答件数 回答率 

市民 2,000 970 49％ 

事業者 800 242 30％ 

中学生 235 235 100％ 

小学生 236 236 100％ 

合計 3,271 1,683 52％ 

 

4.1.2 サンプリング 

(1) 市民 

住民基本台帳から市内に居住する 18歳以上 80歳未満の対象者から無作為に抽出しま

した。 

(2) 事業者 

市内の事業所データから無作為に抽出しました。 

(3) 小中学生 

過去の調査実績等を勘案し、市内の一部の小中学校を対象としました。小学校は小学５

年生を、中学校は中学３年生を対象学年としました。 

 

4.1.3 注意事項 

⚫ 次頁以降の「n = 〇〇」は、設問毎の有効回答数を示しています。 

⚫ 各図表の割合については、小数点以下を四捨五入しているため、割合の合計が

100％にならないことがあります。 
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4.2 市民アンケート調査 

(1) 調査の概要 

本市では、ごみ処理基本計画策定指針に基づき、概ね５年ごとに一般廃棄物（ごみ）処

理基本計画を改定することとしています。改定計画では、一般廃棄物に関する国や県等の

近年の動向、市内の現状等を踏まえて、一般廃棄物の適正処理及びリサイクルの推進等を

継続し、発展的に実施していくための取組が求められます。 

そこで、市民の皆様に対して、一般廃棄物の排出実態や取組等に関するアンケート調査

を実施しました。その結果を今後の廃棄物行政に効果的に反映させていただき、一般廃棄

物の排出抑制、適正処理、リサイクル等の取組の推進に役立つよう活用させていただきま

す。 

 

 調査名  ごみ減量・リサイクルに関する市民アンケート 

 調査対象 松山市内に居住する 18 歳以上 80 歳未満の市民 2,000 人 

 抽出方法 年齢層ごとに無作為抽出 

※ 「各年齢層の人口」を「18 歳以上 80 歳未満の人口」で除し、これ

にアンケート発送数 2,000 を乗じることで、年齢層ごとの発送数を

決定。 

 調査期間 令和２年９月１日～９月 30 日 

 調査方法 郵送発送、郵送回収 

 回収件数 970 件（回収率 49％） 
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(2) 回答者の属性 

あなた自身のことについておうかがいします。 

① 性別（n＝968） 

⚫ 回答者の半数以上が「女性」となっています。 

⚫ 回答の構成は、概ね前回の調査から変化はありません。 

 

 

② 年齢（n＝965） 

⚫ 50 歳以上の回答が半数以上を占めており、前回調査と比較すると、８ポイント増

加しています。 

⚫ 年齢層が高いほど、配布数に対する回答率が高い傾向にあります。 

 

 

 

 

【参考】年齢別の回答率 

年齢層 20 歳未満 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 

回答数 20 60 113 161 192 217 202 

配布数 52 252 297 389 341 342 327 

回答率 38％ 24％ 38％ 41％ 56％ 63％ 62％ 

男性

35%

女性

65%

▼ H26 年度調査結果 

▼ H26 年度調査結果 
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③ 職業（n＝964） 

⚫ 「無職」、「会社員」、「パート勤務」の割合が高くなっています。 

⚫ 回答の構成は、概ね前回の調査から変化はありません。 

 

 

 

 

 

 

④ お住まいの構造（n＝968） 

⚫ 「持家の１戸建て」が７割近くを占めています。 

⚫ 回答の構成は、概ね前回の調査から変化はありません。 
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⑤ 世帯人数（n＝966） 

⚫ 「２人」の割合が最も高くなっており、前回調査と比較すると、４ポイント増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 同居家族の構成（n＝959） 

⚫ 「夫婦と子供」、「夫婦」の割合が高くなっています。 

⚫ 回答の構成は、概ね前回の調査から変化はありません。 
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⑦ 松山市での居住歴（n＝968） 

⚫ 「20 年以上」が７割以上を占めており、前回調査と比較すると、５ポイント増加してい

ます。 

 

 

▼ H26 年度調査結果 
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(3) ごみに関する意識 

問１. あなたの日常生活での行動が、ごみや環境問題につながっていると感じますか（一つだけ〇

印）。【n＝906】 

⚫ 日常生活での行動がごみや環境問題につながっていると回答した割合（「とても思う」39％、

「やや思う」40％）は概ね８割であり、市民の環境意識が高いことがうかがえます。 

⚫ 回答の構成は、概ね前回の調査から変化はありません。 

 

 

問２. ごみを発生させないことやリサイクルについて、意識して取り組んでいることはありますか

（複数回答可）。【n＝774】 

⚫ 「製品等をなるべく長期間使用する」の回答が最も高くなっています。 

⚫ 「特に取り組んでいることはない」と回答した割合は、30 代以下で高くなっています。 

 

【参考】「特に取り組んでいることはない」を選択した回答者層 

年齢層 20 歳未満 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 

回答数 7 11 29 27 22 34 16 

割合 35％ 18％ 26％ 17％ 11％ 16％ 8％ 
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40%
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14%
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1%

7.0%

16.5%

24.5%

29.5%

61.8%
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その他
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リサイクル品等の環境にやさしい製品の購入を心がけている

過剰包装されている製品等の購入を控えている

製品等をなるべく長期間使用する
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３Ｒの意味も、優先順位も、

ともに知っている

12%

３Ｒの意味は知っているが、

優先順位は知らない

50%

３Ｒの意味も、優先順位も、

ともに知らない

38%

問３. ごみの処理について、３Ｒの意味を知っていますか。また、リデュース、リユース、リサイク

ルに優先順位があることを知っていますか（一つだけ〇印）。【n＝911】 

⚫ 年齢層が高くなるほど、「３Ｒの意味も、優先順位も、ともに知らない」と回答した人の割合が

高くなる傾向にあります。 

⚫ 前回調査と比較すると、３Ｒの意味を知っている人、その優先順位を知っている人の割合は共

に増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】「３Ｒの意味も、優先順位も、ともに知らない」を選択した回答者層 

年齢層 20 歳未満 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 

回答数 1 8 37 44 63 88 99 

割合 5％ 13％ 33％ 27％ 33％ 41％ 49％ 

 

 

問４. 令和２年７月１日から、レジ袋の有料化が義務化されました。レジ袋が有料であるお店で買

い物をする際、あなたはどうしますか（一つだけ〇印）。【n＝912】 

⚫ 「エコバッグを持っているときはエコバッグを使用する」と回答した割合は 95％であり、本

市ではエコバッグの使用が広く浸透していることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ H26 年度調査結果 
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問５. 分別区分や処理方法などを調べる際によく利用している方法を教えてください（複数回答

可）。【n＝826】 

⚫ 「ごみカレンダー」と回答した割合が最も高くなっており、前回調査と比較すると、５ポイン

ト程増加しています。 

⚫ 前回調査と比較すると、「市のホームページ」と回答した割合は２倍以上に増加しています。し

かしながら、依然としてその割合は低水準であるため、内容の充実等により、利用割合を高め

ていくことが求められます。 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

1.8%

3.3%

7.7%

52.3%

93.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ごみ分別はやわかり帳
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問６. 生ごみや剪定枝、古布（古着）などのリサイクル可能なものを新たに分別することについて、

どう思いますか（一つだけ〇印）。【n＝968】 

⚫ 半数以上が「賛成」と回答しており、「反対」の 11％を大きく上回っています。 

⚫ 「どちらとも言えない」、「わからない」と回答した割合はあわせて 36％となっています。 

 

 

 

問７. 松山市のごみ分別ルールは、プラスチックごみは、①ペットボトル、②プラスチック製容器包

装、③プラスチック製品（可燃ごみ）の３種類に分けることになっています。現在国は、これら

様々なプラスチックごみを一括して回収する区分を設けることを検討しています。あなたは、プ

ラスチックごみを全部一緒に回収することについてどう思いますか（一つだけ〇印）。【n＝968】 

⚫ 半数以上が「賛成」と回答しており、「反対」の 17％を大きく上回っています。 

⚫ 「どちらともいえない」、「わからない」と回答した割合はあわせて 32％となっています。 
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ある
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反対である
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7%
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問８. 現在、民間ルートで古布（古着）、てんぷら油をスーパーやホームセンターなどのサポート店

で回収し、再生利用を行っていますが、そのことを知っていますか（一つだけ〇印）。【n＝968】 

⚫ 「知っている」と回答した割合は 82％（「知っているし、利用したことがある」54％、「知っ

ているが、利用しようとは思わない」28％）であり、前回調査と比較すると、17 ポイント増

加しています。 

⚫ 「利用しようとは思わない」の割合は 36％（「知っているが、利用しようとは思わない」28％、

「知らなかったが、利用しようとは思わない」８％）となっています。 

 

問９. ごみ収集回数についての御意見としてあてはまるものを、分別区分ごとにそれぞれ１つ選ん

でください。 

① 可燃ごみ（n＝911） 

⚫ 「今のままでよい」と回答した割合が最も高くなっています。 

⚫ 回答の構成は、概ね前回の調査から変化はありません。 
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利用しようとは

思わない
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増やして

ほしい

8%
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② ペットボトル（n＝916） 

⚫ 「今のままでよい」と回答した割合が最も高くなっています。 

⚫ 「増やしてほしい」と回答した割合は、全てのごみ種別の中で最も高くなっています（令

和２年度時点の収集回数：２回／月）。 

⚫ 前回調査と比較すると、「今のままでよい」と回答した割合が増加し、その分「減らしても

かまわない」と回答した割合が減少しています。 

 

 

 

 

③ プラスチック製容器包装（n＝911） 

⚫ 「今のままでよい」と回答した割合が最も高く、８割強を占めています。 

⚫ 前回調査と比較すると、「今のままでよい」と回答した割合が増加し、その分「増やしてほ

しい」と回答した割合が減少しています。 
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④ 紙類（n＝916） 

⚫ 「今のままでよい」と回答した割合が最も高くなっています。 

⚫ 回答の構成は、概ね前回の調査から変化はありません。 

 

 

 

 

 

⑤ 金物・ガラス類（n＝913） 

⚫ 「今のままでよい」と回答した割合が最も高くなっています。 

⚫ 回答の構成は、概ね前回の調査から変化はありません。 
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⑥ 埋立ごみ（n＝916） 

⚫ 「今のままでよい」と回答した割合が最も高くなっています。 

⚫ 「減らしてもかまわない」と回答した割合は、全てのごみ種別の中で最も高くなっていま

す（令和２年度時点の収集回数：１回／月）。 

⚫ 回答の構成は、概ね前回の調査から変化はありません。 

 

 

 

 

 

⑦ 水銀ごみ（n＝915） 

⚫ 「今のままでよい」と回答した割合が最も高くなっています。 

⚫ 回答の構成は、概ね前回の調査から変化はありません。 
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問１０. 松山市の環境啓発の拠点施設である「まつやま Re・再来館（りっくる）」では、粗大ごみとし

て排出された一部の家具を修理して販売したり、回収した古着を販売したりしていますが、その

ことを知っていますか（一つだけ〇印）。【n＝917】 

⚫ りっくるの認知度は 66％（「りっくるのことも、家具などを販売していることも、ともに知っ

ている」34％、「りっくるのことは知っているが、家具などを販売していることは知らなかっ

た」32％）となっています。 

⚫ りっくるでリサイクル家具や古着を販売していることの認知度は 34％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１. 生ごみの水分をよく切ることで、悪臭や腐敗の防止につながり、さらにごみの減量にもつな

がります。あなたは、生ごみを捨てる前の水切りを行っていますか（一つだけ〇印）。【n＝915】 

⚫ 「行っている」と回答した割合は 85％であり、水切りへの協力度の高さがうかがえます。 

⚫ 「行っていないが、今後は行いたい」と回答した割合は 13％であり、水切り徹底による一層

のごみ減量が期待されます。 
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問１２. 松山市では、生ごみ処理容器（コンポスト・ＥＭ容器）や電気式生ごみ処理機の購入補助制度

を設けていますが、そのことを知っていますか（一つだけ〇印）。【n＝965】 

⚫ 実際に補助制度を活用するに至った人は 13％程度（「知っていて、利用したことがある」８％

を認知度 62％で除したもの）となっています。 

⚫ 補助制度の認知度は 62％（「知っていて、利用したことがある」８％、「知っているが、利用

したことがない」54％）であり、概ね前回の調査から変化はありません。 
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54%

知らなかったし、

購入する気もない

33%

▼ H26 年度調査結果 
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問１３. 問１２で３「知っているが、利用したことがない」、４「知らなかったし、購入する気もない」

を選択した方にお聞きします。その理由を教えてください（複数回答可）。【n＝706】 

⚫ 「維持管理が煩わしい」と回答した割合が最も高くなっており、前回調査と比較すると、およ

そ 17 ポイント増加しています。 

⚫ 「堆肥の利用先がない」、「臭いや虫の発生が心配である」、「補助制度を利用しても容器や機器

の金額が高価である」、「菌の購入費や電気代の経費がかかる」と回答した割合はいずれも高く、

生ごみ処理容器及び処理機の導入を躊躇する理由は多岐にわたっています。 

 

 

 

4.7%

5.4%

9.1%

25.2%

27.2%

37.5%

39.1%

49.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ごみ減量効果に疑問がある

ごみ減量や堆肥作りに関心がない

その他

菌の購入費や電気代の経費がかかる

補助金制度を利用しても容器や機器の金額が高価である

臭いや虫の発生が心配である

堆肥の利用先がない

維持管理が煩わしい

▼ H26 年度調査結果 
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問１４. 次の内、食品ロス1）を削減するために御家庭で取り組んでいるものはありますか（複数回答

可）。【n＝813】 

⚫ 「食事を残さず食べる」と回答した割合は 70.7％と最も高くなっています。 

⚫ 「取り組んでいることはない」と回答した割合は 1.4％と低く、多くの市民が食品ロス削減に

向けて何らかの取組をしていることがわかります。 

 

 

問１５. 賞味期限と消費期限の違い2）を知っていますか（一つだけ〇印）。【n＝916】 

⚫ 賞味期限と消費期限の違いを知っていると回答した割合は 98％（「知っていて、賞味期限を過

ぎても食べられると判断したものは食べている」92％、「知っているが、賞味期限を過ぎたも

のは廃棄している」６％）と高く、多くの市民がこれらの違いを理解していることがわかりま

す。 

⚫ 賞味期限と消費期限の違いを知っている人のうち約 94％（「知っていて、賞味期限を過ぎても

食べられると判断したものは食べている」92％を、期限の違いを認知している割合 98％で除

したもの）は、賞味期限切れであっても食べられると判断したものは食べていると回答してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
1） まだ食べられるのに廃棄される食品のこと。日本では、年間 600 万トン程度（全国民が毎日お茶碗１杯分のご飯

を捨てていることに相当します。）の食品ロスが発生しています。 

2） 開封していない状態で、表示されている保存方法に従って保存したときに、品質が変わらずにおいしく食べられる

期間を「賞味期限」、安全に食べられる期間を「消費期限」といいます。 

1.0%

1.4%

29.6%

29.9%

37.9%

41.8%

48.5%

63.3%

63.5%

70.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

その他

取り組んでいることはない

残った料理を別の料理に作り替える

飲食店で料理等を注文しすぎない

小分け商品等、食べられる量の商品を購入する

料理を作りすぎない

日頃から冷蔵庫の内容を確認する

冷凍保存を活用する

賞味期限を過ぎてもすぐに捨てず、食べられるか判断する

食事を残さず食べる

知っていて、賞味期限を過ぎても

食べられると判断したものは食べている

92%

知っているが、賞味期限を

過ぎたものは廃棄している

6%

知らない

2%
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問１６. 外食の際、食べ残しを減らすためにお店側に望むことはなんですか（複数回答可）。【n＝778】 

⚫ 「持ち帰り容器の使用を認める」と回答した割合は 61.8％と最も高くなっています。 

⚫ 「お店側に望むことは特にない」と回答した割合は 10％程度であり、多くの市民が、お店側

に何らかの取組を求めていることがわかります。 

 

 

問１７. ３０１０運動1）を知っていますか（一つだけ〇印）。【n＝903】 

⚫ ３０１０運動の認知度は 30％（「知っていて、実際に取り組んだことがある」12％、「知って

いるが、取り組んだことはない」18％）となっています。 

⚫ ３０１０運動を知らない人のうち約 79％が「今後は取り組みたい」と回答しており（「知らな

かったが、今後は取り組みたい」55％を、「知らなかったし、今後も取り組むつもりはない」

も合わせた割合 70％で除したもの）、今後さらに普及する可能性が高いことがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                   
1） 親睦会などの会食時、最初の 30 分と、最後の 10 分は、自分の席で料理を楽しみ、ごみの減量に繋げる運動をい

います。 

1.5%

4.6%

10.2%

20.8%

33.8%

43.1%

61.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

食べ残した場合の追加料金を設定する

お店側に望むことは特にない

量の表示

量の調節を可能にする

小盛りメニューの設定

持ち帰り容器の使用を認める

知っていて、

実際に取り組んだことがある

12%

知っているが、

取り組んだことはない

18%

知らなかったが、

今後は取り組みたい

55%

知らなかったし、

今後も取り組むつもりはない

15%
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問１８. 全国では、ごみの排出抑制やリサイクル率向上のため、排出量に応じて各家庭が処理費用の

一部又は全部を負担する「ごみの有料化」を導入する自治体が増えています。このような「有料

化」による減量の取組について、どう思いますか（一つだけ〇印）。【n＝957】 

⚫ 賛成の割合は 23％（「賛成である」６％、「あまり望ましくはないが賛成である」17％）であ

り、前回調査と比較すると７ポイント減少しています。 

⚫ 反対の割合は 61％（「どちらかというと反対である」33％、「反対である」28％）であり、

前回調査と比較すると８ポイント増加しています。 

 

 

 

賛成である

6%
あまり望ましく

はないが賛成で

ある

17%

どちらかというと

反対である

33%

反対である

28%

どちらとも

いえない

12%

わからない

4%

▼ H26 年度調査結果 
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問１９. 問１８で１「賛成である」、２「あまり望ましくはないが賛成である」を選択した方にお聞き

します。その理由を教えてください（複数回答可）。【n＝193】 

⚫ ごみの有料化について「賛成」「あまり望ましくないが賛成」と回答した理由として、「個人の

責任が明確になり、環境意識が向上する」を選択した割合が最も高く、前回調査と比較すると、

14 ポイント程増加しています。 

 

 

 

2.1%

25.4%

42.0%

53.9%

63.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

ごみ減量により松山市の処理費用削減・効率化が

図られる

ごみを多く出す人ほど多くの費用を負担するため、

公平である

ごみの排出抑制やリサイクル率の向上につながる

個人の責任が明確になり、環境意識が向上する

▼ H26 年度調査結果 
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問２０. 問１８で３「どちらかというと反対である」、４「反対である」を選択した方にお聞きします。

その理由を教えてください（複数回答可）。【n＝513】 

⚫ ごみの有料化について「反対」、「どちらかというと反対」と回答した理由として、「ごみの不法

投棄や野焼きにつながるおそれがある」を選択した割合が最も高く、前回調査と比較すると、

６ポイント程増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.0%

8.2%

36.5%

41.9%

74.7%

0% 20% 40% 60% 80%

事業者に負担を求めるべきである

その他

ごみを出さないようという意識につながるか疑わしい

有料化以外の手段（分別ルール徹底の普及啓発など）

が先決

ごみの不法投棄や野焼きにつながるおそれがある

▼ H26 年度調査結果 
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問２１. 仮に有料化が導入された場合、１か月の家計から負担できる金額はいくらですか（一つだけ

〇印）。【n＝916】 

⚫ 「１円も負担したくない」と回答した割合が最も高くなっています。 

⚫ 負担できる金額を具体的に回答した割合は 52％（「250 円まで」27％、「500 円まで」22％、

「750 円まで」１％、「1,000 円以上」２％）であり、前回調査と比較すると、５ポイント減

少しています。 

⚫ 「わからない」と回答した割合は 20％であり、前回調査と比較すると、８ポイント増加して

います。 

 

 

 

問２２. バイオマスプラスチック1）を使用した可燃ごみ用のごみ袋は、通常のごみ袋より価格が高く

なりますが、燃やした時に発生する二酸化炭素を抑えることができます。あなたは、バイオマスプ

ラスチックを使用したごみ袋を使用することについて、どう思いますか（一つだけ〇印）。【n＝908】 

⚫ 賛成と回答した割合は 70％（「賛成」50％、「あまり望ましくはないが賛成」20％）であり、

反対の８％（「反対」４％、「どちらかというと反対」４％）を大きく上回っています。 

⚫ 「どちらともいえない」、「わからない」と回答した割合はあわせて 22％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
1） 原料として植物などの再生可能な有機資源を使用するプラスチック素材のこと。 

１円も負担

したくない

28%

250円まで

27%

500円まで

22%

750円まで

1%

1,000円以上

2%

わからない

20%

▼ H26 年度調査結果 

賛成である

50%

あまり望ましくはないが

賛成である

20%

どちらかというと

反対である

4%

反対である

4%

どちらともいえない

15%

わからない

7%
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問２３. ごみを近隣の市町が協力してまとめて処理する広域化は、処理する自治体の負担が大きくな

るものの、効率が良くなり、ごみ処理の経費が安くなるなどのメリットがあります。ごみ処理の広

域化を検討することについて、あなたはどう思いますか（一つだけ〇印）。【n＝909】 

⚫ 賛成と回答した割合は 48％であり、反対の５％を大きく上回っています。 

⚫ しかしながら、「どちらともいえない」、「わからない」と回答した割合が合わせて 47％と高く、

広域化の意義等が十分に認知されていないことがうかがえます。 

 

 

問２４. 家庭から排出される可燃ごみの中には、本来、紙類やプラスチックとして排出するごみが含

まれています。現在、本市のリサイクル率は、目標としている数値に達していません。目標の達成

に向け、ごみ分別の一層の徹底に御協力いただけますか（一つだけ〇印）。【n＝911】 

⚫ ごみ分別の一層の徹底に協力すると回答した割合は、合わせて 97％（「紙類、プラスチックご

みともに、一層分別徹底に協力する」86％、「紙類の分別徹底にのみ協力する」４％、「プラス

チックごみのみの分別徹底にのみ協力する」７％）であり、多くの市民が分別徹底に関し高い

意識をもっていることがうかがえます。 

 

  

賛成である

48%

反対である

5%

どちらとも

いえない

29%

わからない

18%

紙類、プラスチックごみともに、

一層分別徹底に協力する

86%

紙類の分別徹底にのみ

協力する

4%

プラスチックごみの分別徹底にのみ

協力する

7%

協力しない

3%
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問２５. その他御意見等ありましたら、御自由に御記入ください。 

⚫ 回答があったもののうち、一部を以下に抜粋します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自由意見抜粋】 

 

(１) ごみ出しについて 

 バケツとかおもちゃとかのプラは可燃でいいのか。このあたりがあやふや。 

 粗大ごみの手続きが面倒で一度も利用できていない。 

 古着などを回収するサポート店がもっと身近にあればよいと思う。 

 

(２) 有料化について 

 コロナの影響でごみが増えている状況で、ごみの有料化というのは家計の圧迫になるので、と

りあえずはリサイクル中心にお願いしたい。 

 ごみ袋有料化で減量やリサイクルにつながる意識が持てると思う。 

 

(３) 高齢化の影響について 

 ごみの細分化は大いに賛同するが、高齢化等のため出来ない人が多くなる可能性が高く、町内

当番がますます困るようになるのではないかと思う。 

 高齢者なので重いごみは遠くては運べない。分別に迷うことがあるので詳しく示して欲しい。 

 高齢者にもわかりやすく説明する方法を考えることが重要と思う。これまでの習慣を変化させ

ることはなかなか難しいが、重要な課題と思います。 

 

(４) リサイクルの実施状況について 

 リサイクルされたごみがどう利用されているのかがよくわからない。 

 一般的なリサイクル工程や全国的なごみ問題の映像をテレビ等で見る機会はあるが、松山市の

現状をもっと発信してくれたら実感が持てると思う。 

 

(５) その他 

 罰金や分別の徹底など負担ばかり増えていて協力する気になれない。ポイント制とか、何か利

益になるような制度、もっと分かりやすい分別や処理方法の発信に力を入れてほしい。 

 ペットボトル、空き缶、空き瓶は販売時の価格を上げ、店頭に返すと０円になるなどポイ捨て

がなくなるような方法も考えないといけないのでは。何をすればごみの削減になるのかではな

く、市民みんなが取り組みやすいことのほうが大切。 
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4.3 事業者アンケート調査 

(1) 調査の概要 

本市では、ごみ処理基本計画策定指針に基づき、概ね５年ごとに一般廃棄物（ごみ）処理基本

計画を改定することとしています。改定計画では、一般廃棄物に関する国や県等の近年の動向、

市内の現状等を踏まえて、一般廃棄物の適正処理及びリサイクルの推進等を継続し、発展的に実

施していくための取組が求められます。 

そこで、市内の事業者に対して、一般廃棄物の排出実態や取組等に関するアンケート調査を実

施しました。その結果を今後の廃棄物行政に効果的に反映させていただき、一般廃棄物の排出抑

制、適正処理、リサイクル等の取組の推進に役立つよう活用させていただきます。 

 

 調査名  ごみ減量・リサイクルに関する事業者アンケート 

 調査対象 松山市内に事業所を有する事業者 800 件 

 抽出方法 事業所データから無作為抽出 

 調査期間 令和２年９月１日～９月 30 日 

 調査方法 郵送発送、郵送回収 

 回収件数 242 件（回収率 30％） 
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(2) 回答者の属性 

貴事業所のことについておうかがいします。 

 

① 業務内容（n＝234） 

 

 

② 事業所の建物形態（n＝238） 

 

 

③ 従業員数（n＝237） 

 

④ 延べ床面積（n＝222） 

 

 

⑤ 住居兼用の有無（n＝239） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製造業

5%

建設業

13%

卸売業、

小売業

19%

宿泊業、飲食

サービス業

11%

医療、福祉

21%

運輸業、

郵便業

2%

金融業、

保健業

1%

不動産業、

物品賃貸業

3%

生活関連サービス業、

娯楽業

6%

その他

19%

自己所有

52%

借地

39%

その他

9%

５人以下

46%

６～９人

19%

10～19人

16%

20～39人

8%

40～99人

8%

100人以上

3%

100㎡未満

39%

100～999㎡

38%

1,000～

4,999㎡

20%

5,000㎡以上

3%

有

25%

無

75%
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(3) ごみに関する意識 

問１. 貴事業所では、次の一般廃棄物を分別し、排出・処理していますか。以下の項目ごとに、あて

はまる番号に〇（マル）をご記入ください。 

① 食品の食べ残し（n＝105） 

⚫ リサイクルに取り組んでいる割合は 56％（「自社にてリサイクル」５％、「民間施設にて

リサイクル」51％）であり、前回調査と比較すると、11ポイント増加しています。 

⚫ 全回答数 225 件中、「ごみが出ない」と回答した 120 件を除いた 105 件の結果を反映

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 調理残渣（n＝73） 

⚫ リサイクルに取り組んでいる割合は 55％（「自社にてリサイクル」４％、「民間施設にて

リサイクル」51％）であり、前回調査と比較すると、12ポイント増加しています。 

⚫ 全回答数 225件中、「ごみが出ない」と回答した 152 件を除いた 73件の結果を反映し

ています。 

 

自社にて

リサイクル

1% 民間施設にて

リサイクル

16%

していない

15%

ごみが出ない

68%

自社にて

リサイクル

2%

民間施設にて

リサイクル

24%

していない

21%

ごみが出ない

53%

▼ H26 年度調査結果（一部加工） 

▼ H26 年度調査結果（一部加工） 

n = 74 

n = 96 
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自社にて

リサイクル

3%
民間施設にて

リサイクル

27%

していない

15%

ごみが出ない

55%

③ 木・剪定枝（n＝101） 

⚫ リサイクルに取り組んでいる割合は 67％（「自社にてリサイクル」７％、「民間施設にて

リサイクル」60％）であり、前回調査と比較すると、３ポイント減少しています。 

⚫ 全回答数 227 件中、「ごみが出ない」と回答した 126 件を除いた 101 件の結果を反映

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 紙類（n＝211） 

⚫ リサイクルに取り組んでいる割合は 88％（「自社にてリサイクル」６％、「民間施設にて

リサイクル」82％）であり、前回調査と比較すると、10ポイント減少しています。 

⚫ リサイクル実施率は、他の品目と比較して最も高くなっています。 

⚫ 全回答数 228件中、「ごみが出ない」と回答した 17 件を除いた 211件の結果を反映し

ています。 

 

 

▼ H26 年度調査結果（一部加工） 

▼ H26 年度調査結果（一部加工） 

n = 137 

n = 98 

自社にて

リサイクル

6%

民間施設にて

リサイクル

75%

していない

11%

ごみが出ない

8%
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⑤ てんぷら油（n=63） 

⚫ リサイクルに取り組んでいる割合は 64％（「自社にてリサイクル」５％、「民間施設にて

リサイクル」59％）であり、前回調査と比較すると、22ポイント増加しています。 

⚫ 全回答数 226件中、「ごみが出ない」と回答した 163 件を除いた 63件の結果を反映し

ています。 

 

 

問２. 貴事業所では、次の使用済プラスチック容器をどのように処分していますか。以下の項目ご

とに、あてはまる番号に〇（マル）を、または「その他」にご記入ください。 

① PET ボトル（n＝170） 

⚫ 「仕入れ業者が回収」と回答した割合は、問２の全ての項目の中で最も大きくなっていま

す。 

⚫ 「その他」と回答した割合は、０％となっています。 

⚫ 前回調査と比較すると、「仕入れ業者が回収」と回答した割合は 13 ポイント減少してい

ます。 

 

自社にて

リサイクル

1%
民間施設にてリ

サイクル

17%

していない

10%

ごみが出ない

72%

産業廃棄物

として処理

76%

仕入れ業者が

回収

24%

▼ H26 年度調査結果 

▼ H26 年度調査結果（一部加工） 

n = 135 
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② 弁当容器（n＝145） 

⚫ 「仕入れ業者が回収」と回答した割合は、前回調査と比較すると、15 ポイント減少して

います。 

⚫ 「その他」と回答した割合は、０％となっています。 

 

 

③ レジ袋（n＝137） 

⚫ 「その他」と回答した割合は、０％となっています。 

⚫ 回答の構成は、概ね前回の調査から変化はありません。 

 

産業廃棄物

として処理

88%

仕入れ業者が

回収

12%

産業廃棄物

として処理

91%

仕入れ業者が

回収

9%

▼ H26 年度調査結果 

▼ H26 年度調査結果 
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問３. 貴事業所では、ごみの減量・リサイクルについて、どのように取り組んでいますか。以下の項

目ごとに、あてはまる番号に〇（マル）をご記入ください。 

＜発生抑制、不要なものを買わない＞ 

① 製品設計・生産・販売時からごみが出ない工夫（n＝196） 

⚫ 比較的積極的に取り組んでいる割合は 52％（「よく行っている」14％、「まあまあ行って

いる」38％の和。以下、問３の他設問について同じ。）であり、前回調査と比較すると、

７ポイント減少しています。 

 

 

 

② 使い捨て容器、包装材の使用抑制（n＝209） 

⚫ 比較的積極的に取り組んでいる割合は 60％であり、前回調査と比較して２ポイント減少

しています。 

⚫ 「ほとんど行っていない」と回答した割合は 13％であり、前回調査と比較して４ポイン

ト増加しています。 
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まあまあ

行っている

38%
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いない

28%
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いない

27%

ほとんど行って

いない

13%

▼ H26 年度調査結果 

▼ H26 年度調査結果 
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③ ごみの出にくい物品の購入（n＝212） 

⚫ 比較的積極的に取り組んでいる割合は 56％であり、前回調査と比較すると、12 ポイン

ト減少しています。 

 

 

 

 

④ 再生紙の使用（n＝221） 

⚫ 比較的積極的に取り組んでいる割合は 79％であり、前回調査と比較すると、11 ポイン

ト減少しています。 

⚫ 特に、「よく行っている」と回答した割合は、前回調査と比較すると、28 ポイントと大幅

に減少しており、問３の全ての項目の中で、減少幅が最も大きくなっています。 

 

 

よく行って

いる

15%

まあまあ

行っている

41%
あまり行って

いない

33%

ほとんど行って

いない

11%

よく行って
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43%
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36%

あまり行って

いない

13%

ほとんど行って

いない

8%

▼ H26 年度調査結果 

▼ H26 年度調査結果 
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⑤ 両面印刷、裏紙の使用（n＝223） 

⚫ 比較的積極的に取り組んでいる割合は 85％であり、問３の全ての項目の中で最も高くな

っています。 

⚫ 「よく行っている」と回答した割合も５割を超えており、同じく、問３の全ての項目の中

で最も高くなっています。 

 

 

 

⑥ 情報管理上のペーパーレス化（n＝214） 

⚫ 比較的積極的に取り組んでいる割合は 67％であり、前回調査と比較すると、15 ポイン

ト減少しています。 

⚫ 「ほとんど行っていない」と回答した割合は 11％であり、前回調査と比較すると、７ポ

イント増加しています。 

 

よく行って

いる

58%

まあまあ

行っている

27%

あまり行って

いない

7%

ほとんど行って

いない
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11% ▼ H26 年度調査結果 
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⑦ リサイクル製品である文房具の使用（n＝216） 

⚫ 比較的積極的に取り組んでいる割合は 52％であり、前回調査と比較すると、22 ポイン

ト減少しています。 

⚫ 「ほとんど行っていない」、「あまり行っていない」と回答した割合は、前回調査と比較す

ると、いずれも 10 ポイント以上増加しています。 

 

 

 

⑧ ごみの処分について責任者を設けている（n＝208） 

⚫ 比較的積極的に取り組んでいる割合は 47％であり、前回調査と比較すると、26 ポイン

ト減少しています。 

⚫ 「ほとんど行っていない」、「あまり行っていない」と回答した割合は、前回調査と比較す

ると、いずれも 10 ポイント以上増加しています。 
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行っている

38%
あまり行って

いない

32%
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▼ H26 年度調査結果 

▼ H26 年度調査結果 
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＜再使用、リサイクルへの取組＞ 

① 再利用ルートの活用（n＝199） 

⚫ 比較的積極的に取り組んでいる割合は 42％であり、前回調査と比較すると、25 ポイン

ト減少しています。 

⚫ 「ほとんど行っていない」、「あまり行っていない」と回答した割合は、前回調査と比較す

ると、いずれも 10 ポイント以上増加しています。 

 

 

 

 

② 設計時からのリサイクル型商品の工夫（n＝184） 

⚫ 比較的積極的に取り組んでいる割合は 16％であり、前回調査と比較すると、21 ポイン

ト減少しています。 

⚫ 前回調査と比較すると、「あまり行っていない」と回答した割合は概ね同程度となっていま

すが、「ほとんど行っていない」と回答した割合は 21 ポイント増加しています。 
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▼ H26 年度調査結果 

▼ H26 年度調査結果 



  資料４ アンケート調査結果 

4-37 

③ 事業所内で自らリサイクル（n＝202） 

⚫ 比較的積極的に取り組んでいる割合は 25％であり、前回調査と比較すると、18 ポイン

ト減少しています。 

 

 

 

④ 仕入先への包装材の引き取り要請（n＝194） 

⚫ 比較的積極的に取り組んでいる割合は 24％であり、前回調査と比較すると、19 ポイン

ト減少しています。 

⚫ 前回調査と比較すると、「あまり行っていない」と回答した割合は概ね同程度となっていま

すが、「ほとんど行っていない」と回答した割合は 15 ポイント増加しています。 
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▼ H26 年度調査結果 

▼ H26 年度調査結果 
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⑤ 買い替えに対する下取り制度の導入（n＝191） 

⚫ 比較的積極的に取り組んでいる割合は 35％であり、前回調査と比較すると、10 ポイン

ト減少しています。 

⚫ 前回調査と比較すると、「あまり行っていない」と回答した割合は概ね同程度となっていま

すが、「ほとんど行っていない」と回答した割合は 13 ポイント増加しています。 

 

 

 

⑥ 販売した製品の回収（n＝183） 

⚫ 「よく行っている」、「まあまあ行っている」と回答した割合は、前回調査と比較すると、

いずれも 10ポイント以上減少しています。 

⚫ 前回調査と比較すると、「あまり行っていない」と回答した割合は概ね同程度となっていま

すが、「ほとんど行っていない」と回答した割合は 27 ポイント増加しています。 
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行っている
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▼ H26 年度調査結果 

▼ H26 年度調査結果 
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問４. 貴事業所で、ごみ処理に関してアピールできる取組があれば、ご紹介ください。 

⚫ 回答があったもののうち、一部を以下に抜粋します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５. 令和２年７月１日から、レジ袋の有料化が義務化されました。貴事業所では、中程度の大きさ

のレジ袋について、１枚あたりの価格をいくらに設定していますか（一つだけ〇印）。【n＝37】 

⚫ 設定価格は、回答割合の大きいものから、「３円」38％、「５円」32％、「６円以上」14％と

なっています。 

⚫ 「４円」と回答した割合のみ、０％となっています。 

⚫ 全回答数は 182 件中、「レジ袋有料化の対象外のため価格設定していない」と回答した 145

件を除いた 37 件の結果を反映しています。 

 

 

１円

8%

２円

8%

３円

38%

５円

32%

６円以上

14%

【回答抜粋】 

 

 電子帳簿保存による書類（紙）の削減 

 生ごみは野菜園や空き地利用の花の肥料として使う等して全くごみの出ない工夫をしています

（虫等が集まったり臭いがしたりするので使い過ぎも注意しています） 

 分別するごみ箱を設置（紙、プラ、燃える、缶、ビン、ペットボトルエコキャップ、段ボー

ル）清掃時に更に分別処理を遂行しています 
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問６. 貴事業所では、食品ロスはどのくらい発生していますか。大まかな数字で結構ですので、お答

えください（一つだけ〇印）。【n＝66】 

⚫ 排出する全てのごみに占める食品ロスの割合が「50％以上」と回答した割合は、０％となって

います。 

⚫ 飲食物を取り扱っている事業者の 85％で、何らかの食品ロスが発生しています。 

⚫ 多くの事業所が「10％未満」と回答している一方で、３％の事業所が「30％以上 50％未満」

もの食品ロスが発生していると回答しています。 

⚫ 全回答数 215 件中、「飲食物を取り扱わないため、食品ロスは発生していない」と回答した

149 件を除いた 66件の結果を反映しています。 

 

問７. 貴事業所では、食品ロス削減に向け、どのような工夫をしていますか（複数回答可）。【n＝66】 

⚫ 「小盛メニューの設定」と回答した割合が最も高くなっています。 

⚫ 「飲食物を取り扱っているが、特に取り組んでいることはない」と回答した割合が３番目に高

くなっています。食品ロス削減の必要性が十分に認識されていない可能性があるため、市には、

事業者への積極的な普及・啓発が求められます。 

⚫ 全回答数 195件中、「飲食物を取り扱わないため、特に取り組んでいることはない」と回答し

た 129 件を除く 66件の結果を反映しています。 
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食べ切り運動（3010運動等）の推奨

食べ残し食品の持ち帰りに関する情報提供

飲食物を取り扱っているが、特に取り組んでいることはない

天候、日取り、消費者特性を考慮した仕入れ、提供の工夫

小盛メニューの設定



  資料４ アンケート調査結果 

4-41 

問８. 今後、事業系ごみの減量・リサイクルを進める上で、松山市にどのようなことを期待しますか

（一つだけ〇印）。【n＝185】 

⚫ 「ごみ減量やリサイクル方策に関する情報提供」と回答した割合が最も高く、「民間リサイクル

ルートの紹介、支援」が続いており、これらが回答の半数以上を占めています。多くの事業者

が、市による積極的な情報提供を望んでいることがわかります。 
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4.4 小・中学生アンケート調査 

(1) 調査の概要 

本市では、ごみ処理基本計画策定指針に基づき、概ね５年ごとに一般廃棄物（ごみ）処理基本

計画を改定することとしています。改定計画では、一般廃棄物に関する国や県等の近年の動向、

市内の現状等を踏まえて、一般廃棄物の適正処理及びリサイクルの推進等を継続し、発展的に実

施していくための取組が求められます。 

そこで、市内の小・中学生の皆様に対して、一般廃棄物の排出実態や取組等に関するアンケー

ト調査を実施しました。その結果を今後の廃棄物行政に効果的に反映させていただき、一般廃棄

物の排出抑制、適正処理、リサイクル等の取組の推進に役立つよう活用させていただきます。 

 

 調査名  ごみ減量・リサイクルに関する小・中学生アンケート 

 調査対象 松山市内の小学生 235人、中学生 236 人 

 抽出方法 市内の一部の小・中学校 

 調査期間 令和２年７月１日～７月 31 日 

 調査方法 郵送回収 

 回収件数 小学生 235件（回収率 100％） 

     中学生 236件（回収率 100％） 
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(2) 回答結果 

問１. あなたのことについて、教えてください。【ｎ=235（小学生）、234（中学生）】 

⚫ 小学生、中学生ともに、男子と女子の割合は、ほぼ半数ずつとなりました。 

 

 

 

 

 

 

問２. 松山市は人口 50万人以上の都市の中で、１人１日当たりのごみを出す量が全国でもトップク

ラスで少ないまちです。そのことは知っていましたか？【ｎ＝235（小学生）、235（中学生）】 

⚫ 人口 50万人以上の都市の中で、松山市が「１人１日当たりのごみ排出量」が少ないことを知

っている割合は、小学生ではほぼ半数となりましたが、中学生では３割程度となっています。
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問３. ごみの３Ｒとは、①リデュース（使う資源（しげん）やごみの量を減らすこと）、②リユース

（ものをくり返し使うこと）、③リサイクル（使い終わったものを資源として再び利用すること）

の頭文字を表しています。資源やものを大切に使う社会を作り、地球に負担（ふたん）をかけない

ようにするためには、①リデュース、②リユース、③リサイクルの順番で取り組むべきであること

を知っていますか。【ｎ＝235（小学生）、235（中学生）】 

⚫ ３Ｒの認知度（「３Ｒの意味も、取り組むべき順番も、どちらも知っている」、「３Ｒの意味は知

っていたが、取り組むべき順番は知らなかった」を回答した割合の合計）は、小学生（86％）、

中学生（92％）ともに高く、18 歳以上 80 歳未満の市民の認知度 62％（P.８参照）を上回

っています。 

⚫ ３Ｒの優先順位に関する認知度は、小学生の方が 11 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４. 「もったいない」とは、「ものを大切にする気持ち」や「自然のめぐみや物をつくってくれた

人に感謝する気持ち」が込められている言葉ですが、日ごろ、「もったいない」と感じることはあ

りますか。【ｎ＝235（小学生）、235（中学生）】 

⚫ 小学生、中学生ともに、「もったいないと感じることがよくある」と回答した割合は４割程度と

なっています。 
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問５. あなたがふだんしている取組を教えてください（あてはまる番号すべてに〇（マル）をつけ

てください。）。【ｎ＝235（小学生）、236（中学生）】 

⚫ 小学生、中学生ともに、「家庭でごみの分別をし、ごみ出しのルールに協力する」と回答した割

合が最も高くなっています（小学生 85.1％、中学生 82.6％）。 

⚫ 「買い物に行くとき、マイバッグを持っていく」と回答した割合は、小学生の方が 19ポイン

ト高くなっています（小学生 76.2％、中学生 57.2％）。 

⚫ 「ものがこわれたら、直して大切に使う」と回答した割合は、小学生の方が 9.5 ポイント高く

なっています（小学生 50.2％、中学生 40.7％）。 

 

 

 

問６. きれいなまちを保つため、今後、どうすべきだと思いますか（あてはまる番号すべてに〇

（マル）をつけてください。）。【ｎ＝235（小学生）、236（中学生）】 

⚫ 小学生、中学生ともに、「食事を残さない」と回答した割合が最も高く（小学生 95.7％、中学

生 94.5％）、「山や川へごみを捨てない」、「ものを、最後まで使い切る」が続いています。 
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家庭でごみの分別をし、ごみ出しのルールに協力する

リサイクルショップやフリーマーケットを利用する
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いらなくなっても、使えそうな物は家族等に譲り使ってもらう

買い物に行くとき、マイバッグを持っていく

繰り返し使えるマイ箸や、弁当箱を使う

はみがき粉や、消しゴムなどを最後まで使い切る

①小学生 ②中学生
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ものを買う場合は、本当に必要かどうか考えてから買う

山や川へごみを捨てない

家庭でごみの分別をし、ごみ出しのルールに協力する

リサイクルショップやフリーマーケットを利用する

ものがこわれたら、直して大切に使う

いらなくなっても、使えそうな物は家族等に譲り使ってもらう
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くりかえし使えるマイ箸や、弁当箱を使う

ものを、最後まで使い切る
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①小学生 ②中学生
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問７. 松山市ではごみ分別や３Ｒの取組をさらに進めていきたいと考えています。協力してもらえ

ますか？【ｎ＝234（小学生）、234（中学生）】 

⚫ 小学生・中学生ともに、ほとんどの回答者が市の取組に協力するとしています。 

⚫ 「積極的に協力する」と回答した割合は、小学生、中学生ともに半数を超えています。 

 

 

 

問８. 松山市では、可燃ごみはクリーンセンターで燃やされ、ペットボトルや空き缶・空きびん、紙

ごみなどの資源ごみはリサイクルされています。分別を徹底し、可能な限りリサイクルすること

で、地球環境への負担を小さくすることができるため、積極的な取組みが重要です。あなたは、自

分が出したごみがどのように処分されているか知っていましたか。【ｎ＝235（小学生）、234（中学

生）】 

⚫ 小学生、中学生ともに、松山市のごみの処分状況について「知っていた」と回答した割合は、

８割程度となっています。 
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問９. まだ食べることができるのに捨てられる食品のことを食品ロスといい、日本では、一人あた

りお茶わん約１杯分（約 140ｇ）の食べものが毎日捨てられています。食品ロスをなくすため

に、あなたが取り組んでいることはなんですか（あてはまる番号すべてに〇（マル）をつけてく

ださい。）。【ｎ＝235（小学生）、236（中学生）】 

⚫ 小学生、中学生ともに、「給食を残さず食べる」と回答した割合が最も高く（小学生 83.8％、

中学生 86.9％）、「お家のごはんを残さず食べる」「冷蔵庫チェックをするようお家の人にお願

いしている」が続いています。 

⚫ 「給食を残さず食べる」、「お家のごはんを残さず食べる」と回答した割合は、共に中学生の方

がやや高くなっています。 
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冷蔵庫チェックをするようお家の人にお願いしている
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給食を残さず食べる
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